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福島県教育庁県中教育事務所社会教育だより 

 
 

日頃より、県中域内の社会教育の発展に際し多大なる御尽力をいただき、心から感謝申

し上げます。地域、学校、行政が一体となって、県中域内の地域の教育力の向上を図るた

めに各種事業を推進して参ります。 

今年度も県中教育事務所社会教育だより『けんちゅう with！』を発行し、県中域内の社

会教育についての情報や各市町村の取組などについて皆様に提供し、地域、学校、行政が

情報を共有しながら、チームとして一緒に(with)県中域内の社会教育の発展に努めていき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

去る６月２８日（水）にオンラインにて「県中域内地域連携担当教職員等研修会」を開

催しました。研修会では、文部科学省ＣＳマイスター・ふくしま学校と地域の未来研究所

代表 安齋宏之氏からの講演と郡山市立日和田小学校長 関忠昭氏からの講義をしていた

だきました。 

安齋氏からは『コミュニティ・スクールと地域学校協働

活動の一体的推進について』と題して、コミュニティ・ス

クールと地域学校協働活動の一体的推進・充実を図り、「地

域とともにある学校づくり」「学校を核とした地域づくり」

の実現を目指すことの重要性について教えていただきま

した。持続可能な推進を行うためには、学校だけでなく、

保護者や地域住民との熟議を通して、子どもたちの未来、

地域の未来を描くことができる「価値ある目標」を作ることが大切であると話されていま

した。全ての大人が当事者として、子どもや地域の未来について語り合い、連携・協働す

ることの必要性を理解することができました。                                                              

関氏からは『「社会に開かれた教育課程」が目指すもの』

と題して、社会に開かれた教育課程の必要性や意義につい

て講義をしていただきました。新時代を生きる子どもたち

に必要な力、思考力、判断力、人間力、総合力は学校だけ

では育むことは難しく、地域の様々な人材、企業、団体等

とのコラボレーションが学びの変革の重要なツールとな

るため、地域全体を子どもにとって温かな居場所で生きる

力を育む豊かな学びの場にしていく必要性について教え

ていただきました。 

 地域連携担当教職員の方々からは、「それぞれの学校・地域に応じて、できることを考え

たり、学校内外で連携を図ったりしていきたい」等の感想を多数いただきました。 

地域とともに歩む学校をつくろう！ 

県中域内地域連携担当教職員等研修会開催 



 

 

 

本事業は、子どもの読書環境を充実させ、生涯にわたる望ましい読書習慣を形成するこ

とをねらいとして実施しています。 

今年度も、地域で読書活動を推進するボランティアの方々や各学校の先生方、学校司書

の方々・図書館司書の方々を対象に６月２０日（火）に郡山市労働福祉会館を会場に開催

しました。研修会は、実践発表、講話、講義・演習の３部構成としました。 

実践発表は、令和４年度子どもの読書活動優秀実践校文

部科学大臣表彰受賞校の郡山市立湖南小中学校 学校司

書 古川里美様より、「子どもの創造力を培い、豊かな心

を育む読書センターとしての学校図書館」と題して実践発

表をしていただきました。 

講話は、相馬市観光協会 遠藤美貴子様、震災語り部 

五十嵐ひで子様より、演題「震災を経験して～自分の命は

自分で守る～」として講話をいただきました。 

午後の研修では、絵本よみきかせセラピスト○Ｒ  山田昭彦様より「絵本よみきかせのコ

ツ講座～『自分らしさで届けよう！』笑顔あふれる絵本のよみきかせ～」の講義・演習を

行っていただきました。 

参加者の方々が熱心に話を聞いたり、読み聞かせの演習に真剣に取り組んだりと充実し

た研修になりました。 

 

 

 

本事業は、各地区のＰＴＡ連合会を対象に講座を行い、親の学び・家庭での実践活動を

支援することをねらいとして実施しています。 

今年度第１回目として、須賀川市立白方小学校を会場に、６月３０日（金）に開催しま

した。当日は、４・５・６年生と保護者が参加し、けやき心の発達診療所長 角田智哉様

より、「ネット・ゲームとの上手なつきあい方」と題し、

児童及び保護者に対して、ゲームやネットが心身に与え

る影響や依存症の発症及びゲーム・ネットとのつきあい

方について、医学的なデータや臨床経験をもとにした内

容の講話をいただきました。 

参加者からは、「ゲームやスマホ、テレビはやり過ぎは

良くないので、適度に休憩を取りながら楽しくやろうと

思いました。」「今後、子どもがスマホを持つようになったり SNS に興味が出てきたりし

たときに私たち親がリスクをしっかりと理解していければ、上手に付き合っていけるのか

なと思いました。」などと、ゲーム・ネットとのつきあい方について各家庭で考えるきっか

けとなる研修となりました。 

読書活動支援者育成事業研修会 

家庭教育応援プロジェクト『親子の学び応援講座』 
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